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ステッ
プ ジャン
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ひよこ

保
健
師
の
醍
醐
味
は
、元
気
な
人
が
元
気
な
ま
ま

生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
で
き
る
こ
と
。

地
域
の
み
ん
な
が
幸
せ
で
あ
る
よ
う
に
し
た
い
。
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佳
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健
康
係

さ
の
・
よ
し
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特 

集

　

新
し
い
自
殺
対
策
大
綱
の
も
と
、
今
後

の
自
殺
対
策
は
「
生
き
る
こ
と
の
包
括
的

な
支
援
」
の
視
点
に
立
ち
、
自
殺
防
止
に

と
ど
ま
ら
ず
、
行
政
各
部
署
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
を
総
動
員
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
第
一
歩
が
自
殺
対
策
計
画

の
策
定
だ
。
市
町
村
は
平
成
30
年
度
中
の

策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

　

特
集
で
は
自
殺
対
策
を
効
果
的
な
も
の

に
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
地
域
自
殺
対

策
推
進
セ
ン
タ
ー
の
役
割
、
既
に
自
殺
対

策
計
画
作
成
に
着
手
し
て
い
る
事
例
を
紹

介
す
る
。
ま
た
、
若
者
の
自
殺
率
は
依
然

と
し
て
高
い
こ
と
か
ら
、
専
門
家
の
視
点

か
ら
対
策
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
座
間
市
事
件
の
再
発
予
防
に

向
け
た
厚
労
省
の
取
り
組
み
も
掲
載
す

る
。

自殺総合対策を
効果的に
進めるために

自殺総合対策の
ポイントと実効性ある展開を目指して
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36 関係者との顔の見える関係性を基盤に　─松本市の自殺予防対策推進計画
◎佐藤亜矢子（松本市 健康福祉部）

31 誰も自殺に追い込まれることのない
生き心地の良い小布施町を目指して
　─小布施町いのちを守るネットワーク推進計画
◎永井芳夫（小布施町役場）

14 地域自殺対策推進センターの役割　─長野県地域自殺対策推進センターの事例から
◎半場有希子（長野県精神保健福祉センター）
     小泉典章（同）

40 自殺対策大綱を計画でこう生かそう　─浦安市と陸前高田市に学ぶ
◎岩室紳也（ヘルスプロモーション推進センター）

48 なぜ若者はSNSで「死にたい」とつぶやくのか　─インターネット相談の現状
◎伊藤次郎（特定非営利活動法人OVA）
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│
近
年
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
言
葉
が
広
く
認
知
さ

れ
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
の
社
会
的

課
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

永
易　

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
企
業
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
企
業
が
同
性
カ
ッ
プ
ル

に
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
教

育
現
場
な
ど
は
、
以
前
よ
り
熱
心
に
な
っ
て
き
た

と
は
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
現
実
の
日
々
の

暮
ら
し
の
問
題
、
老
後
に
つ
い
て
は
ま
だ
語
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
私
の
問
題
意
識
は
後

者
に
あ
り
ま
す
。
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
と
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
関
係
性
に
意
識
的
で
あ
り
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
私
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
は
な
く
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
、
私
は
大
学
入
学

を
機
に
愛
媛
か
ら
上
京
し
ま
し
た
。
88
（
昭
和

63
）
年
か
ら
ゲ
イ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
52
歳
に
な
り
ま
す
。

１
９
９
０
年
代
は
い
わ
ゆ
る
「
ゲ
イ
ブ
ー
ム
」
で
、

幅
広
い
雑
誌
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
特
集
さ
れ
、「
自

分
と
同
じ
よ
う
な
人
が
世
の
中
に
い
た
ん
だ
」
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
も
広
が
り
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
こ
と
を
前
向
き
に
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の
世
代
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
あ
れ
か
ら
四
半
世
紀
が
た
ち
ま

し
た
。
25
歳
年
を
と
れ
ば
、
老
い
る
中
で
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。
同
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が

で
き
て
も
、
そ
の
関
係
性
は
法
律
に
規
定
が
あ
り

ま
せ
ん
。
結
婚
制
度
や
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
の

制
度
も
な
く
、
基
本
的
に
は
多
く
の
人
が
「
お
ひ

と
り
さ
ま
」
と
し
て
高
齢
期
を
迎
え
ま
す
。

│
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま
す
か
。

●ピープル ●

「
ひ
と
り
で
も
、
同
性
ふ
た
り
で
も
、
病
が
あ
っ
て
も
、
性
別
を
変
え
て
も
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
」。
永
易
至

文
さ
ん
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
老
後
の
生
活
設
計
を
共
に
考
え
る
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
て
８
年
。
制
度
を
学
び
、
当

事
者
が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、「
今
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」
と
伝
え
続
け
て
い
る
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
せ
ば

誰
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
な
る
は
ず
。

◉
特
定
非
営
利
活
動
法
人
パ
ー
プ
ル
・
ハ
ン
ズ
事
務
局
長

永
易
至
文
さ
ん

● 

聞
き
手 

…
…
…
… 

太
田
美
由
紀
（
ラ
イ
タ
ー
）

な
　
が

や
　
す

ぶ
　
ん

し



2018 年 月号

96地域保健  2018.5

※変更になる場合がございますので、ご了承ください。

本誌に掲載された著作物の
複写・転載等の許諾権は、
株式会社東京法規出版が保
有しています。

平成 30 年5月号

【購読の申し込み】

ウェブ　www.chiikihoken.net

TE L 03 － 5977 － 0300
FAX 03 － 5977 － 0385

平成 30 年 5月 1日発行／隔月（奇数月）1回 1日発行
発  行  人  菅　国典
制作・発行 〒113－0021   東京都文京区本駒込2－29－22
 株式会社 東京法規出版
 振替　00160 － 1 － 371595

地 域 保 健
◎表紙・本文デザイン=新海妙子
◎印刷・製本＝（株）上野印刷所
◎編集長＝須賀健次
◎編集員＝井戸倫子

【内容の問い合せ】 TEL 03-5977-0353　　E-mail chiikihoken@tkhs.co.jp

7
母子保健と虐待予防の一体的な取り組みに向けて
～子育て世代包括支援センターと市区町村子ども家庭総合支援拠点～

特 集

◉母子保健と虐待予防の切れ目ない取り組み ～保健師の役割～
　　　　　　　　中板育美（日本看護協会）
◉子育て世代包括支援センターの現状
　　　　　　　　厚生労働省 子ども家庭局 母子保健課
◉【事例】各区で母子保健と虐待予防を一体的に取り組む ～神戸市～
　　　　　　　　吉田涼子（神戸市 こども家庭局 子ども家庭支援課）
◉【事例】子育て世代包括支援センターと支援拠点を同じ部署に ～松戸市～
　　　　　　　　長谷川明美（松戸市 子ども部 子ども家庭相談課）
◉【事例】母子から高齢者まで包括的な対応を ～名張市～
　　　　　　　　上田紀子（名張市 福祉子ども部 健康・子育て支援室）
◉【事例】市区町村子ども家庭総合支援拠点の現状
　　　　　　　　鈴木秀洋（日本大学 危機管理学部）
◉【事例】教育委員会の中に支援拠点を設置 ～南房総市～
　　　　　　　　鈴木 智（南房総市 教育委員会 子ども教育課）
◉【事例】子育て世代包括支援センターと支援拠点の連携を強化 ～千歳市～
　　　　　　　　松本純子（千歳市 こども福祉部 こども家庭課）
◉【事例】支援拠点がアウトリーチ活動を ～山口市～
　　　　　　　　藤本 緑（山口市 子育て保健課 家庭児童相談室）
◉【事例】山口県における市町村の支援
　　　　　　　　多田基哉（山口県 こども・子育て応援局 こども家庭課）

狩野遥香さん（糸島市 健康増進部 健康づくり課）ひよこ、ホップ、ステップ、ジャンプ！

水谷嘉浩さん（Jパックス株式会社代表取締役）ピープル

【新連載】アレルギーの保健指導 第1回 アレルギー対策基本法で何が変わるのか
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2017 年 7 月号
特集1「高齢者のフレイル対策」
注目を浴びる高齢者のフレイルについて厚生労働省や
学識経験者の解説をはじめ、自治体の先行事例を紹介
する。

特集 2「 自治体のストレスチェック制度と保健
師の役割」

自治体の職場においても心の病による長期休業者が増
えるなか、保健師がストレスチェック制度で押さえる
べきポイントと取り組みの好事例を紹介。

2017 年 9 月号
特集1「医療的ケア児を支援する」
医療的ケア児の抱える問題や国の施策について解説す
るほか、自治体の保健師の役割について事例を中心に
紹介する。

特集 2「乳幼児の予防接種へのサポート 」
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重要性を説くとともに、自治体の取り組み事例を紹介。
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2017 年 11 月号
座談会「第三期の特定健診・保健指導に備える　
　　　　PART1」
直営で市町村国保の特定保健指導実施率の目標を達成
した 2市の保健師が出席。保健指導実施率を高めた
と秘けつと今後の課題を聞く。

特集「多職種で取り組む災害時の食支援 」
避難所で配られる食事は高齢者などには向いていない
ものも多くある。災害食支援の専門家が立場からアド
バイス。

2017 年 5 月号
特集「 保健師業務の認知度を高める」
第 1部の座談会では保健師業務を理解してもらうた
めの方策を議論。第 2部は他職種の専門家から保健
師への期待と提言。保健師の目と他職種の目で、保健
師のアピール方法を浮き彫りにする。

2018 年 3 月号
特集「 子どもの貧困と健康問題」
生活困窮家庭の子どもは虫歯や肥満など健康への悪影
響が出ている。現状報告とともに対策に動き出した自
治体の事例などを取り上げる。
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2017 年 3 月号
座談会「 これからの地域保健と地域福祉　
　　　～地域共生社会における『保健』の役割を考える」
公的な福祉サービスと協働して助け合いながら暮らす
「地域共生社会」は保健福祉改革を貫く基本コンセプ
ト。この動きに「保健」はどう絡んでいくか。

特集「高齢者虐待への対応　
　　～介護家族への支援に焦点を当てて」
老老介護も珍しくなくなった今日、介護家族の支援に
焦点を当て、支援の重要性を説くとともに介入方法を
紹介する。

【在庫切れ】

2018 年 1 月号
　　　　「精神障害にも対応した地域包括ケア
　　　 システムに保健師はどう関わるか」
保健師の関わりを中心に、地域包括ケアの本来のあり
方について、精神科医と保健師が意見を交わす。

　　　　「第三期の特定健診・保健指導に備える
　　　 PART2　～アウトソーシングに着目して～ 」
特定健診・保健指導でアウトソーシングにより効果を
出すコツを話し合う。

新春
座談会1

新春
座談会2



復興を見つめて
東京都健康長寿医療
センター東日本大震災
被災者支援プロジェクト
5年半の取り組み
地方独立行政法人  東京都健康
長寿医療センター　編

四六判 /248頁 　
TK011280

定価 1,500 円＋税

東京都健康長寿医療センターは、震災後３年の時点で、
医療と福祉の専門職とそれにかかわる行政職へ聞きと
り調査を行いました。自身が被災者であるにもかかわ
らず、専門職として責任を果たさなければならない立
場にあった彼らの経験には、今後直面するであろう災
害時に、私たちがどのように行動すればいいか、具体
的な教訓が含まれています。

別冊　地域保健
いのちと健康を守る
避難所づくりに
活かす18の視点
監修　新潟大学医歯学系呼吸
循環外科、避難所･避難生活
学会理事長　榛沢和彦

B5判 /96 頁
TK011300

定価 1,500 円＋税

多発する甚大な災害により、避難所での生活が長期化
するケースが増える中、健康状態の悪化や災害関連死
を防ぐためにも、避難所生活をより質の高いものにす
る必要があります。そこで避難所を運営する自治体関
係者に向けて、これからの避難所づくりに必要な視点
を提示します。

みんなで備える
地震防災
監修　東京大学准教授　
廣井悠

B6判 /256 頁
BS011970　

定価 500 円＋税

「地震が来る前に」「地震発生！ そのとき！」「地震後
の生活再建」「防災ノート＆資料」の 4章立ての構成
です。特に「地震後の避難生活から生活再建」につい
ては、これまでにないほどの豊富な情報。避難生活に
おけるさまざまなシーンに沿った対応法などをイラス
トや図解とともに紹介。

3.11 被災地の今を
訪ねる
「東北お遍路」
巡礼地めぐり
文・写真　金澤　昭雄　
絵　おのでら　えいこ

A4判 /164 頁
TK011260

定価 900 円＋税

東北お遍路プロジェクトが選定した被災 4 県（青森･
岩手･宮城･福島）の巡礼地 63 か所を紹介したガイド
ブック。後世まで語り継ぎたい被災各地の物語をはじ
め、観光スポット、名所･旧跡、ご当地グルメ、津波
伝承や伝説などもふんだんに盛り込みました。便利な
マップ付き。

TEL  03-5977-0300（代表）　
FAX 03-5977-0311

来るべき大災害に備え、
医療・福祉・行政職必読！

東京法規出版新刊のご案内


